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D 55 ド･  ロ 神 父 の 出 津 に お け る 授 産 活 動（ 編 物･ 織 物 ・ 縫 製 品 を 主 と して ）

長 崎 女 子 短 期 大 学　　 ○ 矢 野一　道 子

被　　服

目 的　 明 治1  2 年（1879)    外 海 地 区 出 津 教 会 の 主 任 司 祭 に な っ た ド ■ロ 神it  が 、 貧し い

こ の 地 の 人 々 に 、 衣 ・ 食 ・ 住 ・ 医 療 等 の 援 助 ぱ か り で なメ 、 生 き て い く た め の て だ て と し

て の 産 業 の 指 導 を し た 。 鰯 網 の 工 場 ・ ソ ー メ ン ・ マ カ ロ ニ ー な ど の 食 品 加 工 に 加 え て 、 被

服 関 係 の 産 業 の 指 導 に も 目 覚 ま し い も の が あ っ た 。 こ れ を 記 録 に 残 し て お く 必 要 が あ る と

考 え た 。

方 法　 昭 和4   3 年 （1968 ） に ド ・ ロ 神 父 記 念 館 が 開 館 し た 。 多 く の 品 物 は 既 に 使 わ れ た

り 、 消 耗 し た り 、 販 売 さ れ て 残 っ て い な い が 、 こ の 記 念 館 の 展 示 品 の な か か ら 、 当 時 を 探

る 方 法 を と っ た. ま た 手 紙 や 生 産 品 に つ け て 販 売 し た ラ ペ ル な ど か ら も 、 理 解 を 深 め る こ

と が で き た 。

結 果　 明 治1    2 年 か ら3    3 年 間 、 陸 の 孤 鳥 と い わ れ た 出 津 で ド ・ ロ 神 父 が 多 く の 私 財 を

投 じ て 指 導 しt.  % の は 、 人 々 に 生 き る 力 を 授 け る こ と で あ っ た 。 広 幅 の 織 物 を 織 る こ と の

で き る 機 を2    0 台 も 輸 入 し 、 こ れ を 織 ら せ た 。 編 物 機 械 で の 編 み 物 、 手 回 し ミ シ ン で 脚 絆

等 の 縫 製 も し た 。 足 袋 の 量 産 の た め に は 、 杉 の 板 で サ イ ズご と に 多 く の 型 板 を 作 っ て 能 率

よ く 作 業 す る こ と を 理 解 さ せ て 指 導 し た 。

こ の 販 売 に は 道 路 も 備 わ っ て い な い の で 、「 こ い で 舟 」 を 使 っ て 品 物 を 長､崎 に 運 ん だ 。

こ れ に 使 っ た と 思 わ れ る 帆 も 現 存 す る 。 ま た 有 名 な 貿 易 商 人 で あ っ た リ ン ガ ー に も 販 売 し

て い た 。 大 石 シ ゲ か ら 出 し た ロ ーマ 字 の 計 算 書 が あ り 、 そ れ に は「 よ り い と の て の ご い ２

ま い6    0 せ ん 」 な ど と 、 そ の 中 に あ る 。

D 56 前 田 散 御iSS  -!r 申 ・-ft  粧 に-?    ヽヽ て

t; ムir  子 球X　PB  ≫S｝

〔 目 的 〕 従 来.Jヽ ･れ ら れ る こfc  のTi ｉヽ、T- 、;エ 戸 呼-(t    I'   ふ･It   る 外 様% － ･･、 大 池 前 田 匁 にｲt   i

↑て御 殿*  守 の 化 粧 の 特 質^ 明 ら ヵヽ に し,   まr-- 御 厠 女 中t こ ちゼ 化 粧-i, る こ-   t   c ̂  食.＆t    朗^     ヵヽ

r- ^  る.

〔 方it]  前a  家 のIB  蔵 零-s.佃 査 し 菊 田 刄[:  仁i ．Xz御 殿 す 中 ゼ 使 用 し １ いx こ 乞秀L  い ぺ る

ｲt 報 書 は 三 点 あ る こ'c -h-'判 明 しT-.

具体i いt  It . 一 点. IT*ロ・ 藩 引b 蔵 書r あ り 、 現 在 金 沢 市i- 図 書 館 加 越 能` 文 庫 所r蔵 の` ’+

礼 集a    で あ る.   秤 リ ニ 点、は 、 富 ム 蕎 最 後 ・り藩 主 前 田 利 同 μIB  t  J､ 亦 立S)  書 勿1-  専 贈 し.  宙

ふ 藩IB  蔵 － で あ.r こ と 考i.  ら 小、る 『il- 礼a　 °-t- 中 化 厳 録a      (現 在IT;奮 ム.#,立 国 書 勿 所 蔵 ）

で あ る.    ＼ 、K ら<り 内 客t 調 査-*  % こ とI:    4; 、　て,　 ＼ ･り 特 有-^ 明 ら めヽ l~ 河 る．

まれ 、 庶､民 も 読 みｰ.  参 老 ＼こ し 乙`いt-    t 元1.   ら れ 合,    ;エ 戸時nし ）ir械 仙 刊 行 物 のｲt  粧 関 係

のta  泰 戈 と りSs  It≒　 ＼ れ ら と に 齢 岑 る こt    に よ 、"5　 り 二離 ． ＼ す る と い う こ-c  り 竟､*  を 明

ら-nヽ にt  る．

〔 結 果3　 前 田 匁I-  -ft ^  れ御 殿 女 中 ・'It 粧 は,   >x 戸 時 作 初 期 ・ 礼 法 匁. 水 鳥 元 成` ( ト-& ）・

流 で あ り 、 比-It 大A  の御 殿ir  中 へ ち の 聞T    ひ ろ< 行 吻 れ て いr-  流1. く む もc^   で･あ る こ ヒ7iヽ ･

吻 か.t こ.

まT-.　化 粧It 御 殿ir 中 の 礼 法 ・･やI-  位 置付 け ら れ,    暑 分 階 楸 ■£ 示 了 も・）T' あ る と い う．

Ji.在 の 「 化 核 」　と はa  な る側 面 ＼ も 麿 むヽ と い う ごt  が 明 らか いT 」いT-.
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